
旅館業における階段、桟橋を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
9～

10

冷蔵庫から野菜用ポリバケツを持って、一段の階段を下りるとき、滑って左の脇腹

を強く打ち、脇腹上から3番目を骨折し、左の脇腹から胸にかけて5本骨折した。
64

10

～

29

1
13～

14

ホテルの非常階段を利用して、地下1階のトイレへ下りようとしたところ、階段の

最上段を踏み外し、前方へ倒れ込むような状態で右手側より落下し、負傷した。
55

1～

9

1
10～

11

本館2階の部屋の確認後南の階段で1階に下りようとしている時、下から2～3段目

で滑り落ちて、手をついたとき骨折した。
62

30

～

49

1
10～

11

宴席前のスタンバイ時、中央非常階段を使用し移動（2FからM2F）していたと

き、書類を見ながら階段を下りていたため足を踏み外し、5段程度転落した。
18

100

～

299

1
12～

13

ホテル裏口に設置しているゴミ箱へ客室より集めたゴミ袋（60㎝×80㎝、ビニー

ル）を持って行く途中、従業員用非常階段で足を踏み外した直後、約10段下へ転

落し、肩・唇・下顎を受傷した。

43

10

～

29

2 14~15
当館ホテル内において、清掃確認作業中（客室）に外階段で各階に移動中、氷で足

を滑らせ階段下に落下した。 その際に右肘を強打し右肘橈骨頭を骨折した。
37 ―

2 15~16
他セクションに食材を取りに行く途中で階段を下りている時、階段の縁にヒールが

引っ掛かった為、右足関節外側を捻挫した。
21

500

～

999

50



2 14~15 階段手すりを掃除中、階段で躓き手をついてしまった。 71 ～

99

3 11~12
当社2階の布団部屋から1階の布団部屋へ布団を運んでいるとき、階段の最下段の

ところで足を踏み外し、転んで左足首を捻挫および骨折した。
51

1～

9

3 18~19

4階レストラン内階段、5階から4階に下りる際に転倒し、左足首を捻ってしまっ

た。 様子をみながら予定勤務時間終了まで仕事をしたが、足が腫れあがり、床に

足をつけることができない状態となり、靭帯損傷と診断された。

19

30

～

49

3 12~13
従業員食堂で昼食を終え、農場近くにある造園事務所に戻るため3階から階段を下

りている際、足を踏み外して3Fと2Fの間の踊り場に倒れた。
39

300

～

499

4
10～

11

客室清掃中に、コテージH棟外階段を登っている際、階段から足を踏み外して転倒

し左側頭部にこぶし大のたんこぶが出来た。
64

100

～

299

4
20～

21

調理後のゴミを出す為にゴミ置場へ行き、その帰りに地下室へ通じる階段を下りよ

うとして足を踏み外して転落し、肩と両手を強打した。
53

10

～

29

4 6～7
館内の中居休憩室へ自分の財布を取りに行く際、階段を使用し、下りる際に足を踏

み外して下の踊り場に転倒し、右足関節捻挫および左膝外骨亀裂骨折を負った。
43

100

～

299

5
11～

12

朝、出勤しようと事業所内の2階の階段を下りていたところ、最後の一段を踏み外

し足を捻ってしまい、右ハムストリング肉離れとなった。
68

30

～

49

5
18～

19

2階にある宴会場で使用した長椅子を2人で両端を持ちながら本館2階階段から1階

まで運ぶ作業をしていた。 被災労働者が後ろ向きになり先に階段を降り、目で足

元を見ながら降りていたが、あると思っていた段差が見えず、階段を3段程降りた

ところで踏み外して体を回しながら1階下段まで転げ落ち、1階にある防火扉に当

たって静止した。

18

30

～

49



5
14～

15

本館南側階段にて2階から1階に障子を運んでいる時、足を踏み外して膝をねじっ

た。
66

50

～

99

5
19～

20

階段を上がりきったところで、もう一段あると勘違いし、右足を踏み込んだ時にバ

ランスを崩して転倒し、右足、右腕を床に強打した。
70

10

～

29

6
11～

12

ホテルのレストラン用椅子を更新のため、ロビーからB1Fのレストランに運搬作業

中、階段で足を踏み外して2段下の階段踊り場に転落し、左足首を骨折した。
27

30

～

49

6
12～

13

事業場にて、各部屋のリネンを交換し、リネン袋に詰めて両手で持ち、保管場所へ

移動させようと階段を下りていた際、足を踏み外して転倒し、右肩を強打し負傷し

た。

51

10

～

29

6
21～

22

1階厨房より2階へ行く階段を上がっていた際、2/3位上がった所で右足を滑らせ

た。 咄嗟に手すりを掴み落下を避けようとしたが、バランスを崩しコンクリート

床に落下し、強打した。

46

30

～

49

6
19～

20

3階従業員食堂のテーブルで客先のマニュアル作成中、2階で従業員エレベーター

の開閉スイッチがストップのままで、エレベーターが動かないので解除して欲しい

旨の電話があり、3階から階段で下りようとした時に足を踏み外して落下し、あち

こちを骨折してしまった。

66

100

～

299

6
15～

16

業務中、ホテルのバックヤード6F事務所から階段で下に移動中、躓いて階段を転

げ落ち、壁に激突し、救急車で病院に搬送された。 左手肘を脱臼骨折し、手術を

した。

43

300

～

499

7 9~10

調理場にてご飯の釜を運ぶ時、段差がある所で足をおろした時に、膝にギクッと痛

みが走る。 3升分の大きな釜なので、かなりの重さがあるために、力がかかったよ

うである。

64
1～

9

7 21~22
80号室の清掃のために客室へ入った際に、玄関の段差につまずき、左足親指を骨

折した。
50

10

～



29

7 11~12

午前の作業が終わり帰る際、階段を下りたところの段差につまずき、鋼鉄の柱にひ

じと腰を打撲した。 その後寮へ帰り休憩し、午後出勤しようとしたが起きあがれ

なかった。

72

30

～

49

7 19~20 館内の階段を下りていた際、誤って足をふみはずし左足首を負傷した。 47

100

～

299

7 13~14

2階から1階へ両手でごみを持って内階段を下りていたところ、海水浴から帰られ

たお客様が通った後で階段が濡れていたことに気がつかず、滑って転んだ際、右手

をついてしまった。

75 ―

7 17~18 ホテルの客室清掃中、部屋内の階段に躓き転倒し、階段で左足の甲を強打した。 50

10

～

29

7
16～

17
階段を下りる際、足を踏み外し、その場から3段程転落した。 44

10

～

29

7
18～

19

急いで階段を下りるとき（空手）右足を踏み外し、3段上からフロアーに転倒、骨

折する。
75

10

～

29

7
13～

14

旅館内本館1階エレベーター横の階段で、消火訓練中、下に降りる際に誤って足を

踏み外し、右足首くるぶしを捻った。
76

50

～

99

9
23～

24

深夜館内点検中、2階カラオケの点検、戸締まり後に1階フロントに戻る途中の階

段で足を踏み外し一番下まで落下、右肩及び右腕を強打、後日、骨折が判明した。
69

30

～

49

9
11～

12

厨房西側入口の階段を上る時、足を踏みはずし、食材を持っていたので転倒して、

頭部、右大腿骨、右肩を打ち、病院に行き、診断の結果、右鎖骨遠位端骨折、右大 68

10

～



腿部筋肉血腫の為、入院となる。 29

10
19～

20

当社内において、3階の宴会場の食器を2階の洗い場に運んだ時に気分が悪くな

り、洗い場の非常口から出て外階段の踊り場で休んでいたところ、誤って階段から

転げ落ちて負傷したもの。

63

30

～

49

10
16～

17

ホテル内階段を5階から4階へ移動中、足を踏み外し落下した。 左手首を骨折、左

足膝、脛等を打撲した。
46 ―

10
11～

12

洗濯物を干すために、裏庭にある物干し場に洗濯かごを持って移動していたとこ

ろ、裏庭に出る階段を下りる際に表面が濡れていたため、誤って左足を滑らせ、階

段を滑り落ちた。 しりもちをつく形で転倒し、負傷したもの。

71
1～

9

10
15～

16

旅館玄関において、到着されたお客様のお出迎えの為に外に出た際、雨に濡れた階

段で足を滑らせて転倒。 右くるぶしを骨折した。
62

50

～

99

10
17～

18

宅配先の顧客宅があるアパートの外階段で、配達が終わってアパートの2階から1

階へ外階段を下りている時に、雨で足元が不安定で周囲も暗い状況だった為、階段

の最後の一段を踏み外して左足首を捻挫した。

56

100

～

299

10
9～

10

職場に到着後、始業開始時刻まで時間があったため敷地内にある従業員用の喫煙所

へ喫煙するために向かう途中、下り階段を3段踏み外し転倒。 その際に左わき腹と

左側臀部を地面に打ち付けた。

34

50

～

99

10 5～6

施設内で非常階段へ通じる扉の開錠作業を行うため、非常階段を使用し、9階から

8階へ下りていたところ、雨で非常階段が濡れていたこともあり、3段ほど足を滑

らし転倒しそうになった。 その際、両手を着いて転倒を防いだが、右手首を骨折

し負傷した。

51

10

～

29

10
14～

15

客室清掃を担当する被災者は、災害当日清掃を終えた部屋の鍵をフロントへ返却す

るため非常階段を急いでかけ下りているところ、頭の中では1段1段下りているつ

もりが体は、先に先に行ってしまい最後の段を踏み外し、転ぶことはなかったが、

右足に全体重がかかった状態で着地したため、足を痛めた。 非常階段は、避難経

路であり、不要なものは置いてなく、手すりの付いた階段で、有害、不安全な状態

56

30

～

49



ではなかった。

11
14～

15

事業場、建物内の階段を3階から2階に降下中、中間の踊り場で足を踏み外し、2階

に転落した。 左足の付け根（大腿骨）を骨折する。
50

10

～

29

11
12～

13

清掃作業時ホテル内の階段を昇降する際、階段を踏み外して転落し、左第5中足骨

を骨折した。
38

1～

9

11
12～

13

蕎麦の入った脇取盆を両手で持ち業務用階段の3階（調理場）から2階へ下りたと

ころ、足を踏み外し転倒した。 その際左肩を強打し、手の腫れと両足に激痛が

あったため病院に搬送した。

20

50

～

99

11
9～

10

2階客室にて朝食の片付けを終了後、次の作業をしようと階段（全14段）を降りて

いた時、誤って階段の中間を過ぎた辺りで一段踏み外し、そのまま下まで転がって

しまった。 その際、頭部を打撲し、尾骨を骨折してしまった。

66
1～

9

11
15～

16

従業員階段の3階から2階へ後ろ向きで拭き掃除中に、足を滑らせ落下、その時に

右足首をくねらせ痛めた。 滑った所は円形部分で端の幅が狭かった場所である。
60

10

～

29

12 20~21
ホテルの部屋のゴミを捨て、部屋へ戻る途中、上り階段の2段目で転倒し、左手首

をついて骨折した。
63

30

～

49

12 15~16
地下1階の客室を清掃作業後、1階の待機室に戻るため、両手に掃除用具・食器等

を持って外階段を上がる途中で転倒し、左膝を強打した。
65

10

～

29

12 14~15

3階の旧総合事務所からダンボールに入った書類を2階倉庫へ移動中、階段を下り

る際に右足が階段にひっかかりバランスを崩したところ、左足首をひねった状態で

転倒し、左足首を骨折した。

64

300

～

499

12 15~16
開店準備をしている際に、浴槽の湯温を自らの手で確認しようと2階へ上がる途

中、階段で足を踏み外し、前のめりになり転倒したため、右手首を骨折した。
74

30

～

49



12 21~22

3階から2階へ階段を使って移動しようとしたとき、階段を踏み外して踊り場まで

転落し、顔面を強打した。 被災当時、着物・草履等により歩きにくく、また多忙

のため急いでいた。

48

100

～

299

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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